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審査の所見 応募者は、例えば窒化ガリウム／酸化亜鉛固溶体など、光エネ

ルギーによって水を酸素と水素に分解する無機半導体物質の

光触媒開発において世界をリードしており、国際的な評価の高

い研究実績を挙げている。本研究は、これらの新規光触媒界面

のナノ～ミクロンメートルスケールでの微構造を高度に制御

した革新的な微粒子の開発を進め、光によって励起された電

子・空孔の分離と移動を大幅に改善し、太陽エネルギー変換効

率の高い光エネルギー変換システムを構築しようとするもの

であり、その工学としての意義は極めて高い。具体的な数値目

標も掲げており、応募者の高い研究遂行能力から十分な研究成

果が期待される。一部、他の研究費による内容との重複を懸念

する意見もあったが、特別推進研究として推進することが適当

と考えられた。 
 


